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吃者ノトカーとカール 3世の後継問題




































年 12 月 4 日～ 6 日，皇帝・東フランク王カール 3 世（肥満王）Karl III. der Dicke（888 年没）が
イタリア遠征からの帰路，ザンクト・ガレン修道院を訪れた3）さいに，その曾祖父カール大帝の事
蹟の執筆を要望し，ノトカーがこれに応えて，書きしたためたものと推察されているが4），しかし
1） 本稿で扱うノトカーは，同名のザンクト・ガレン修道士たちと区別するために，ノトカー 1 世，あるいはあだ
名を用いて「吃者（どもりの）ノトカー」と呼ばれる。このあだ名はノトカー本人がその著書『カール大帝業績
録』第 2巻・第 17章 Notkeri Balbvli Gesta Karoli Magni Imperatoris, hrsg. von H. F. Haefele, MGH(＝Monumenta 
Germaniae Historica) Scriptores rerum Germanicarum, nova series 12, Berlin 1959, ndr. München 1980, II 17, S.84；
Notkeri Gesta Karoli, AQDGM( ＝ Ausgewählte Quellen zur deutschen Geschichte des Mittelalters), Bd.7, T.3, 
bearbeitet von R. Rau, Darmstadt 1975, II 17, S.414で「どもりで歯抜けの私」（ego balbus et edentulus）と称してい
ることから，修道院内での自称・称呼に由来していると思われ，11 世紀半ばのザンクト・ガレン修道士エッケハ
ルト 4世 Ekkehard IV. の著した『ザンクト・ガレン修道院の事蹟』Casus Sancti Galli（Continuatio I）（後出のラト
ペルトの記述に続けて 884年から 972年までの事項を記す）第 2章は「ノトカー―今後あだ名吃者（を付して呼ぶ）
―」（Nokerus, postea cognomen Balbulus, ...）としている。Ekkehardi IV. Casuum S. Galli Continuatio I, MGH 
SS( ＝ Scriptores (in Folio)) 2, S.78（章立てなし）；Ekkehardi IV. Casus Sancti Galli, AQDGM Bd.10, Darmstadt 
1980, c.2, S.20
2） H. F. Haefele / Ch.Gschwind, Notker I (Balbulus, “der Stammler”), Lexikon des Mittelalters 6, 1999, Sp.1289―1290；
Ursula Penndorf, Das Problem der  »Reichseinheitsidee« nach der Teilung von Verdun (843). Untersuchungen zu den 
späten Karolingern, München 1974, S.149―165；沓掛良彦「ノトケル・バルブルス」『集英社　世界文学大辞典』3，
集英社 1997年，337頁
3） ノトカーと同時代のザンクト・ガレン修道士ラトペルト Ratpert の『ザンクト・ガレン修道院の事蹟』Casus S. 
Galli（614 年の修道院創建から 884 年の事項までを記す）は，カール 3 世がイタリア遠征からの帰路，ザンクト・
ガレン修道院を来訪して 3日間滞在し，歓待され，883年 12月 6日に同修道院を発ったことを記す。Ratperti Casus S. 
Galli, MGH SS 2 ,S.74。この記述と，カール 3 世の足跡（Itinerar）との突合せから，カールの同修道院滞在は 883
年 12 月 4 日～ 6 日に，実際なされたことと推察されている。BM2 ( ＝ J. F. Böhmer, Regesta Imperii, Bd.1：Die 
Regesten des Kaiserreichs unter den Karolingern 751―918, neubearb. v. E. Mühlbacher, 2. Aufl., Innsbruck 1908, ndr. 
mit Ergänzungen von C.Brühl und H. H. Kaminsky, Hildesheim 1966) 1677b, 1677c；E.Dümmler, Geschichte des 
Ostfränkischen Reiches, Bd.3, Leipzig 1888, ndr. Hildesheim 1960, S.219―221
4） エッケハルト 4 世の『ザンクト・ガレン修道院の事蹟』（前注 1）が，カール 3 世がザンクト・ガレン修道院
に来訪し，修道士たちと歓談したおり，ノトカーには応えるべき多くの問いが寄せられたと語り（“Angnitoque, 
quod is esset, qui Karlo multa querenti pridie resolveret”, Ekkehardi IV. Casus Sancti Galli [wie Anm.1] c.38, S.86），
またノトカー自身が『カール大帝業績録』第 1 巻・第 18 章において「おお主にして皇帝カール（＝カール 3 世）
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完成を前に，献呈されるべきカール 3世が 887年 11月，甥アルヌルフ Arnulf（アルヌルフ・フォン・
ケルンテン Arnulf von Kärnten）のクーデタによって失脚し，直後に死去したため，未完に終わっ
た作品とされる5）。作品の成立年代はしたがって，884年～ 887年の間である6）。
　カール大帝の伝記とはいえノトカーの『カール大帝業績録』は，これに 50 年余り先立つ 830 年

















ルカンベルトのフランク王国事蹟梗概 続編』（Erchanberti Breviarum regum Francorum, 
よ，私はあなたの命令を果たしたいと思っているうちに」（“o domine imperator Karole, ne, dum iussionem vestram 
implere cupio”, Notkeri Gesta Karoli, I 18）と述べていることなどから，こう推察されている。Vgl. H. F. Haefele, 
Gesta Karoli Magni Imperatoris (wie Anm.1) Einleitung S.XII-XVI. なお吃者ノトカーについては，ヴェルナ ・ーフォー
グラー編，阿部謹也訳『修道院の中のヨーロッパ―ザンクト・ガレン修道院にみる―』朝日新聞社 1994年に
おいて随所で語られている。参照されたい。
5） 当初は 3巻の構成が構想されていたが，第 2巻の途中で中断し，第 3巻は書かれなかったと考えられている。Vgl. H. 




ので，ここではさしあたり 884年～ 887年という時間枠を提示するにとどめたい。本稿第 2章・第 3節をも参照。
7） Einhardi Vita Karoli Magni, hrsg. von O. Holder-Egger, MGH Scriptres rerum Gemanicarum in usum scholarum 
separatim editi 25, Hannover-Leipzig 1911, ndr. 1947；Einhardi Vita Karoli Magni, AQDGM Bd.5, T.1, bearbeitet von R. 
Rau, Darmstadt 1980. アインハルト，ノトカーの両カール大帝伝は國原吉之助氏による翻訳がある。國原吉之助訳・
註，エインハルドゥス，ノトケルス『カロルス大帝伝』筑摩書房 1988 年。本稿での『カール大帝業績録』からの
訳出にあっては氏の翻訳を参考にさせていただいた。
8） 國原吉之助（前注 7）解題 173頁
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第 1 章　カール 3 世の後継問題
1)　カール 3 世の統一帝国の成立と「正統性問題」
　はじめに皇帝・フランク王カール 3世（肥満王）（839～ 888年）の事蹟を簡単に辿ろう10）。
　彼カールは 839 年にカロリング家の東フランク王ルードヴィヒ 2 世（ドイツ人王）Ludwig II. 
der Deutscheの三男として生まれ，876年，父王の死後アレマニエン分国を継ぎ，2人の兄の早世（長
兄バイエルン分国王カールマン Karlmann 880 年没，次兄ザクセン・フランケン分国王ルードヴィ
ヒ 3 世 Ludwig III. der Jüngere 882 年没）により 882 年には東フランクの単独王となる。この間の
879 年にはイタリア王位，881 年には皇帝位を獲得し，さらに西フランク王カルロマン Carloman
の死（884年）にともない，885年に西フランク王位をも獲得する。ここに，ヴェルダン条約（843
年）以来分裂していたフランク王国は彼のもとで再統合を見る。しかしこの再統合のわずか 2年後，














































方に位置する都邑オルブ Orbe（現スイス西部 Vaud ／ Waadt 州所在）において西フランクのルイ







13） イタリア王位，ならびに皇帝位は，875 年に両栄位を獲得していた西フランクのシャルル禿頭王の死後（877 年
没）空位になっていた。シャルルの息子で西フランク王位を継いだルイ吃音王はイタリア王位を要求するも，イタ












　両兄弟の父，すなわち後の西フランク王ルイ 2世（吃音王）Louis II le Bègueたる父は，自身の
父であるシャルル禿頭王 Charles le Chauve の在世中に，その父王の同意を得ぬままアンスガルド
Ansgarde を妻とし，2 子ルイ（863 / 865 年生まれ）とカルロマン（866 年生まれ）をもうけた。
しかし父王シャルルの命により，アンスガルドと別れ（871 年），新たにアデレード（アーデルハ
イト）Adélaïde / Adelheidと結婚する（875年）。877年父王の死後，西フランク王位を継いだ彼ル
イ 2世は，しかして早くも 2年後の 879年 4月に死去する（アデレードは 9月に男子シャルル，後









ンス大司教ヒンクマール Hincmar / Hinkmar すらも，沈黙を通し，ルイはいずれの案件にも確た
る言質を得られぬまま，早世した。
　ところでルイ 2世の宮廷では，宮廷司祭長兼トゥールのサン・マルタン修道院長ユーグ（ユーグ・























　879 年 10 月におけるカール 3 世とルイ，カルロマン兄弟との邂逅は，上に見てきたように，西
フランクにおいて政治的混乱がつづき，ルードヴィヒ 3世の再度の侵攻を目前にする，という状況
の中でおこなわれた。その目的は何であったか。
　ランス大司教座教会の聖職者フロドアール（フロドアルト）Flodoard de Reims の著した『ラン
ス教会史』Historia Remensis ecclesiae第 3巻・第 24章において，ランス大司教ヒンクマールによる，
879年晩秋～同年末にしたためられたものと推察される，宮廷司祭長ユーグ宛て書簡―「今まだ
少年の王たち」（reges adhuc pueri）ルイ，カルロマンのためにヒンクマールがカール 3 世のもと
へ書き送った書簡の写しを添えて―が掲載されている。カール宛て書簡においてヒンクマールは




















14） Flodoardi Historia Remensis ecclesiae, ed. J. Heller und G. Waitz, MGH SS 13, III c.24 S.537 z.24―34；Flodoard von 
Reims, Die Geschichte der Reimser Kirche, hrsg. von M.Stratmann, MGH SS 36, Hannover 1998, III c.24 S.327 z.9―18
15） J.-P. Migne, Patrologia Latina 125 (＝Hincmari Remensis archiepiscopi opera omnia, t.prior), Paris 1879, col.
989―994；全文ではなく，要覧として：Flodoardi Historia Remensis ecclesiae, MGH SS 13, III c.20, S.513 z.30―34；
Flodoard von Reims, Die Geschichte der Reimser Kirche, MGH SS 36, Hannover 1998, III c.20, S.268, z.4―8
16） DKIII ( ＝ Die Urkunden der deutschen Karolinger., 2.Bd., Die Urkunden Karls III. ＝ MGH Diplomata regum 


























































































































































































































































































































































































































































































17） エドゥアルト・ラヴィチュカは E. Hlawitschka, Lotharingien und das Reich an der Schwelle der deutschen 
Geschichte ( ＝ MGH Schriften 21), Stuttgart 1968, S.29 Anm.8 では，ベルンハルトが 881 年ないし 882 年によう
やく誕生した，とするが，E. Hlawitschka, Nachfolgeprojekt aus der Spätzeit Kaiser Karl III., in：Deutsches Archiv 
für Erforschung des Mittelalters 34, 1978, S.21 Anm.8, S.49 mit Anm.120 (ndr. in：ders., Stirps regia. Forschungen zu 
Königtum und führungsschichten im früheren Mittelalter. Ausgewählte Aufsätze. Festgabe zu seinem 60. Geburtstag, 
hrsg. v. G. Thoma und W. Giese, Frankfurt a.M. 1988, S.125 Anm.8, S.153 mit Anm.120) では，ベルンハルトが 890年
に国王アルヌルフに反乱を起こし，処刑に処せられたことから，890 年には成人（＝ 15 歳）に達していたに違い
ないとし，875 年頃を誕生年に想定する。ティロ・オッファーゲルトも同じ理由から 875 年頃生まれとする。T. 
Offergeld, Reges pueri. Das Königtum Minderjähriger im frühen Mittelalter (＝MGH Schriften 50), Hannover 2001, 
S.467 mit Anm.548
18） T. Offergeld (wie Anm.17) S.468 Anm.549
19） E. Hlawitschka, Adoptionen im mittelalterlichen Königshaus, in：Beiträge zur Wirtschafts- und Sozialgeschichte 






























20） Reginonis Chronica, a.885, AQDGM 7（＝Bd. 7, T. 3〔wie Anm. 1〕）, S.268―272；Annales Fuldenses, a.855, AQDGM 7, 
S.124（マインツ本）,vgl. S.142（レーゲンスブルク本）；BM2 (wie Anm.3) 1701b；E. Dümmler, Geschichte des 
Ostfränkischen Reiches (wie Anm.3) S.236―242
21） Annales Fuldenses, a.881, 883, AQDGM 7, S.114,120；Reginonis Chronica, a.883, AQDGM 7, S.264
22） Annales Fuldenses, a.855, AQDGM 7, S.124（マインツ本）：「国王ロタールの息子フゴーが，その姉妹ギーゼラを
先述のゴットフリートが妻としていたのだが，皇帝のもとへ，彼が皇帝の統治に対するこのゴットフリートの陰謀
の支援者であると，告発された。そのため彼は皇帝のもとへ召喚され，罪が立証され，彼の叔父ともども両目の
光を奪われ，フルダの聖ボニファキウスの修道院へ遠ざけられ，彼の暴虐はついえた」（Hugo Hlotharii regis filius, 
cuius sororem praedictus Gotafrid duxit uxorem, insimulatus est apud imperatorem, quod eiusdem conspirationis 
Gotafridi contra regnum imperatoris fautor existeret. Quamobrem ad imperatorem vocatus et noxa convictus lumine 









あたかも使徒の権威によって成し遂げようとしたのである」（Voluit enim, ut fama vulgabat, 
quosdam episcopos inrationabiliter deponere et Bernhartum filium suum ex concubina haeredem 
regni post se constituere；et hoc, quia per se posse fieri dubitavit, per pontificem Romanum quasi 
apostolica auctoritate perficere disposuit）。しかし「この欺瞞的な計画は神意によって打ち砕かれた」
























23） Annales Fuldenses, a.855, AQDGM 7, S.124―126（マインツ本）
24） Annales Fuldenses, a.855, AQDGM 7, S.142（レーゲンスブルク本）
25） DKIII (wie Anm.16) 130 (885.9.6 Frankfurt), 131(885.9.8 Frankfurt), 132(885.9.23 Frankfurt), 133(885.10.1 Worms), 
134(886.1.7 Regensburg)；BM2 (wie Anm.3)1713, 1714, 1715, 1716, 1716c
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　一連の出来事を，『マインツ本フルダ年代記』に信を置いて，あらためて再構成するならば，つ

























　887年 4月頃，カール 3世のもとへ教皇ステファヌス 5世からの返書の書簡が届く。それによる
ならば，同年 3月 30日にカール 3世から，来る 4月 30日にアレマニエンの地で開催される予定の
会議に使節を派遣するよう，要請する書簡が届いた。しかし教皇は返書においてこの要請を，カー
ルの使者の身分が教皇に対して非礼にあたること，護衛への配慮の不足，そしてそもそも日数が不
26） BM2 (wie Anm.3) 1712a；E. Dümmler, Geschichte des Ostfränkischen Reiches (wie Anm.3) S.243―246；Jaffé Reg. (＝
Ph.Jaffé, Regesta Pontificum Romanorum, Leipzig 21885) S.427
27） Annales Fuldenses, a.885, AQDGM 7, S.126（マインツ本）
28） 例えば 882 年の対ノルマン人戦（エルスローの戦い）で，カール 3 世を，「敵を幇助し，敵から勝ち取るべき勝
利を自分たちから奪い取ったような総帥を，自分たちの上に戴いてしまった」（super se talem venisse principem, 





（pseudepiscopus）と呼ぶ。Annales Fuldenses, a.882, AQDGM 7, S.116―118（マインツ本）
29） 本節については E.Hlawitschka, Lotharingien (wie Anm.17) S.29―36，E.Hlawitschka, Nachfolgeprojekt (wie Anm.17) 
S.22―54 (S.126―154)，E.Hlawitschka, Adoptionen (wie Anm.19) S.25―28(S.35―38) を参照。
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足することをあげて，拒絶する30）。カールが教皇に宛てた書簡は現存しておらず，その詳細は不明
であるが，カールは実際 887 年 4 月～ 5 月，アレマニエンのヴァイブリンゲン Waiblingen，キル
ヘン Kirchenに東フランク・イタリア・西フランクからの有力な貴顕，しかも最有力貴顕（マイン
ツ大司教リウトベルト Liutbert，フリアウル辺境伯ベレンガール Berengar，パリ伯ウード Eudes等）
を集めた王国会議を開いており31），ここに当初教皇使節の参加も予定していたことから，この一連
の王国会議ではかなり重要なことがらが「議題」にのぼっていたと考えられる。その「議題」とは




じている。1つは，プロヴァンスの「僭称王」ボゾンが 1月 11日に死去したこと32），今 1つは 2月
10 日，アレマニエンのロットヴァイル Rottweil 滞在中のカールのもとへ，ボゾンの妻イルミンガ


















と，受け入れた」（Mortuo itaque Buosone parvulus erat ei filius de filia Hludowici Italici regis；
obviam quem imperator ad Hrenum villa Chirihheim veniens honorifice ad hominem sibi quasi 
adoptivum filium eum iniunxit）。カールはルイの臣従礼を受けるとともに，彼を「いわば養子とし
た息子」（quasi adoptivus filius）として受け入れた，と述べるのである。先に見たように，879年
30） MGH Epistolae 7, Epistolae Karolini Aevi 5, ndr. München 1993, S.340, Nr.14；Jaffé Reg. (wieAnm.26) S.430, 
Nr.3428；BM2 (wie Anm.3) 1748a
31） BM2 (wie Anm.3) 1748a, 1749, 1749a, 1750, 1751, 1752, 1753, 1754, 1754a
32） E. Dümmler, Geschichte des Ostfränkischen Reiches (wie Anm.3) S.277
33） DKIII (wie Anm.16) 156；BM2 (wie Anm.3) 1744



































35） Visio Karoli, in：Wilhelm von Malmesbury, Gesta regum Anglorum, MGH SS 10, S.458；U. Penndorf, Problem der 
»Reichseinheitsidee« (wie Anm.2) S.124. Vgl. Chronique de l’abbaye de Saint-Riquier, lib. III c.21, Vision de Charles, 
traduction d’Hariulfe, Abbeville 1899, lib. III c.21, Vision de Charles, p.153―158；Wilhelm Levison, Kleine Beiträge 
zu Quellen der fränkischen Geschichte. IV. Die Vision Kaiser Karls III., in：Neues Archiv (＝Neues Archiv der 
Gesellschaft für ältere deutsche Geschichtskunde) 27 (1902) 330―408, hier 399―408；René Poupardin , La date de la 
«Visio Karoli tertii», in：Bibliothèque de l'École des chartes 64, 1903, pp. 284―288




























37） K. F. Werner, Die Nachkommen Karls des Grossen bis um das Jahr 1000 (1.―8. Generation), in：Karl der Grosse. 
Lebenswerk und Nachleben, Bd. 4：Nachleben , hrsg. von W. Braunfels und P. E. Schramm, Düsseldorf 1967, III 15, 
IV 27
38） Annales Fuldenses, a.887, AQDGM 7, S.144（レーゲンスブルク本）
39） カール 3 世によるルイの後継者指名が成就されたとする見方に対して，反論も提出されている。例えば，ハイ
ンツ・レーヴェは，キルヘンにおいてルイに認められたのはプロヴァンス王位であって，全フランク王国の後継
者指名がなされたのではないとする。H. Löwe, Das Karlsbuch Notkers von St.Gallen und sein zeitgeschichtlicher 
Hintergrund, in：ders., Von Cassiodor zu Dante. Ausgewählte Aufsätze zur Geschichtschreibung und politischen 
Ideenwelt des Mittelalters, Berlin / New York 1973(erstdr. in：Schweizerische Zeitschrift für Geschichte 20, 1970, S.269
―302), S.144 mit Anm.112. ウルズラ・ペンドルフ Ursula Penndorfも，«Visio Karoli»の分析から，«Visio Karoli»に
依拠して導かれるカール 3世によるルイの全フランク支配権の継承計画など存在しなかったとする（U. Penndorf, 
Problem der »Reichseinheitsidee« [wie Anm.2] S.122―134, S.158）。これらへの再反論については，E. Hlawitschka, 
Nachfolgeprojek (wie Anm.17) S.32―50 (S.136―154) を参照。
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した状況の中，まもなくカールに対する甥アルヌルフのクーデタが起こることになる。






































　 　（Carolus autemde de Galliis unum tantum filium, nomine Ludovicum, superstitem reliquit；qui 
brevissimo tempore post mortem patris sui vivens, ex hac vita immatura morte recessit, duobus 
filiis superstitibus, Ludovico videlicet et Carlomanno, qui nunc in primaeva aetate spes adolescunt et 
iam florescunt Europae. Nam Carlomannus, filius magni Ludovici, filios non habuit nisi tantum 
unum nomine Arnulfum, ex nobilissima quidem femina sed non legaliter sibi desponsata 
conceptum, qui adhuc vivit, et o! utinam vivat, ne extinguatur lucerna magni Ludovici de domo 
Domini!
　 　 Similiter Ludovicus rex Franciae habuit unum filium nomine Hug, bellissimum et bellicosissimum 
iuvenem, de concubina praecellentissimae generositatis, qui hoc anno in bello contra barbaros cum 
Theoderico et Marcwardo religiosissimis episcopis, et Bardone, fratre Liutkardae reginae, ad 
excidium Francorum est interemtus, cum non ante multum tempus filius ipsius Liutkartae ex 
domno Ludovico susceptus, subitanea morte in itinere ad Noricum, Carlomanno adhuc vivente, ex 
qua nescio causa fuisset extinctus；nam de hoc varia vulgi mobilis fertur sententia.
　 　 Nunc ergo in manu omnipotentis Dei, cuius nutu reguntur universa, solummodo consistit, si de 
domno Carolo imperatore, adhuc aetate iuvene, moribus autem senes omnes praecellente, et 
religiosissima regina augusta Richkarta semen exsuscitare dignetur, per quod tyranni vel potius 
latrunculi, qui, adhuc vivente serenissimo imperatore Carolo et fratre eius domno Ludovico rege, 
licet latitando caput levare praesumunt, divino adiutorio comprimantur ... ）40）
　つぎに『カール大帝業績録』。ここでは，3 箇所において，カール 3 世の次代を担うべきカロリ
ンガー男子たちに関わる記述が見られる。







に立っているのを見るまでは，詳しく語ることはしまい。（Cunctis gentilibus circumquaque 
universis anterioribus suis magis magisque terrificus subinde perseverabat. Et merito, quippe qui 
numquam linguam suam iudicio aut manus suas effusione sanguinis christiani commacularet 
praeter ultimam necessitatem. Quam prius enarrare non audeo, quam aliquem parvulum 
Ludowiculum vel Carolastrum vobis astantem video.）41）
40） Erchanberti Breviarum regum Francorum, continuatio annorum 840―881, MGH SS 2, S.329―330
41） Gesta Karoli Magni Imperatoris (H. F. Haefele)(wie Anm.1), S.68；Notkeri Gesta Karoli (R.Rau)(wie Anm.1) S.396
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述べまい。（Pippinum vero nothum praecepit eligere sibi, quomodo vitam degere voluisset. Qui optione 
concessa optavit locum in quodam monasterio tunc nobilissimo, nunc autem non incertum de qua 
causa destructo, quam antea non absolvam quam Bernhardulum vestrum spata femur accinctum 
conspiciam.）42）














ヒがこれを範とするよう。（Quod ne adhuc fiat, Christi domini nostri tutela prohibeat, et gladius 
vester in sanguine Nordostranorum duratus obsistat；adiuncto sibi mucrone Karlomanni fratris 
vestri, tincto quidem in eorundem cruore, sed nunc non propter ignaviam sed propter inopiam 
rerum angustiamque terrarum fidelissimi vestri Arnoldi ita in rubiginem versus, ut tamen iussu et 
voluntate potentiae vestrae haut difficulter possit ad acumen et splendorum perduci. Hic enim solus 
ramusculus cum tenuissima Bennolini astula de fecundissima Hludowici radice sub singulari 
cacumine protectionis vestrae pullulascit. Interim ergo de proatavo vestro Pippino in historiam 
vestri cognominis aliquid inseratur, quod concedente clementia divira mox futurus Karolaster aut 
Ludowiculus vester imitetur. ）43）
42） Gesta Karoli Magni Imperatoris (H. F. Haefele)(wie Anm.1), S.74；Notkeri Gesta Karoli (R.Rau)(wie Anm.1) S.404
















ヒがともに死去してしまっていたこと告げる。少し説明を加えると，ルードヴィヒ 3 世は 876 ／




















44） BM2 (wie Anm.3) 1564a；Reginonis Chronica, a.885, AQDGM 7, S.262










められる」）は，上述のようにこの男子がカール 3 世とルードヴィヒ 3 世の後継者となること，す
なわち東フランク王権の後継者となることを想定しており，ノトカーが『エルカンベルト続編』を




















46） E.Hlawitschka, Lotharingien (wie Anm.17) S.29 Anm.9
47） E.Hlawitschka, Nachfolgeprojekt (wie Anm.17) S. 19 (S.123) mit Anm.2
48） M.Borgolte, Richardis (Richgarda), in : Lexikon des Mittelalters Bd.7, Stuttgart-Weimar 1999, Sp.827
49） ノトカーが『エルカンベルト続編』（史料①）においてアルヌルフの出自について比較的詳しくふれる箇所は，
近年マティアス・ベッヒャーにより，アルヌルフの母の出自についての新たな解釈の傍証として取り上げられ
ている。M. Becher, Arnulf von Kärnten ― Name und Abstammung eines (illegitimen?) Karolingers, in : Nomen et 
Fraternitas.  Festschrift für Dieter Geuenich zum 65.  Geburtstag, hrsg. von U. Ludwig und T. Schlip, Berlin-New York 














　『カール大帝業績録』第 2 巻・第 11 章（史料②）。ここでは「幼きルードヴィヒかカールが，あ
なた（カール 3世・肥満王）のそばに立っているのを見るまでは」とあるように，カール 3世に男
子（ルードヴィヒかカールと名づけられる男子）が誕生することが期待されている。この期待は，
史料④『カール大帝業績録』第 2 巻・第 14 章の一節「神の寛大さが赦すならまもなく将来するあ
なたのカール，あるいはルードヴィヒがこれを範とするよう」でも表明されている。
　『カール大帝業績録』第 2巻・第 12章（史料③）では「あなた（カール 3世・肥満王）のベルン
ハルトが長剣を腰に帯びるのを見るまでは」とあり，カールの息子ベルンハルトが成人に達する未
来に言及する。





















































51） Hlawitschka, Lotharingien (wie Anm.17 ) S.29―30 mit Anm.9
52） Brigitte Kasten, Chancen und Schicksale “unehelicher” Karolinger im 9.Jahrhundert, in：Kaiser Arnolf. Das 
ostfränkische Reich am Ende des 9. Jahrhunderts, hrsg. von F. Fuchs und P. Schmid, München 2002, S.50
53） B. Kasten, Chancen und Schicksale (wie Anm.52) S. 50 Anm.119



































non post multum temporis, quia esset clinica et ad propagandam prolem inhabilis, iudicio 
55） E.Hlawitschka, Nachfolgeprojekt (wie Anm.17) S.47 (S.151), S.49 (S. 153)
56） T.Offergeld, Reges pueri (wie Anm.17) S.471 Anm.558, S.473 Anm.564
57） T.Offergeld, Reges pueri (wie Anm.17) S.473 Anm.564
58） H. Löwe, Karlsbuch Notkers (wie Anm.39) S.143
59） M.Borgolte, Richardis (Richgarda) (wie Anm.48)
60） Reginonis Chronica, a.887, AQDGM 7, S.274―276
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すなわち，中世においてしばしばなされてきたように，[ その時点での ] 現在のための歴史的な
exemplum（例）として教訓に資するよう，過去へさかのぼって投影された表現であると理解する
61） Gesta Karoli Magni Imperatoris (H. F. Haefele)(wie Anm.1), S.82；Notkeri Gesta Karoli (R.Rau)(wie Anm.1) S.412
62） H. Löwe, Karlsbuch Notkers (wie Anm.39) S.144












頃，その中断は 887年頃と考えられ，今日見られるそれの「成立」は 884年～ 887年であるとする




















64） H. Löwe, Karlsbuch Notkers (wie Anm.39) S.146
65） 國原吉之助（前注 7）解題 170頁，H. F. Haefele, Gesta Karoli Magni Imperatoris (wie Anm.1) Einleitung S.XVI
66） 國原吉之助（前注 7）解題 171頁
67） 第 1 巻の跋文において，ノトカーが執筆にあたって「典拠」とした語り手ヴェリンベルトゥスの 5 月 30 日の死
が告げられており，國原氏は，これが 884 年のことであるということから，第 1 巻が 884 年 5 月 30 日までに完成
していたことがわかる，とされる（國原吉之助（前注 7）110頁，解題 174頁注 4）。しかしヴェリンベルトゥスの
没年は不詳であり（H. Löwe, Karlsbuch Notkers [wie Anm.39] S.135），國原氏が何に基づいて 884年とされている
のかは，不明である。





































69） U. Penndorf, Problem der »Reichseinheitsidee« (wie Anm.2) S.149
70） H. F. Haefele, Gesta Karoli Magni Imperatoris (wie Anm.1) Einleitung S. XVI-XXIII. ただし第 2巻は，全体として雑
然とした印象をぬぐえず，國原氏（前注 66）が指摘されるように，叙述は整理されないままに終わったと思われる。











第 3 章　9 世紀フランク社会における婚外子＝庶出子の相続問題
1)　B. カステンの 9 世紀フランク社会論
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72） B. Kasten, Chancen und Schicksale (wie Anm.52) S.22―33
73） B. Kasten, Chancen und Schicksale (wie Anm.52) S.33―52
74） B. Kasten, Chancen und Schicksale (wie Anm.52) S.23







の一つは，ヒンクマールらがルイ 2 世の，即位前における，離婚を介しての 2 度の婚姻に対して，












　皇帝ルードヴィヒ 2 世のイタリア王期以来の与党の一人に，伯ボゾー Boso / Boson なる人物が
いる。その妻エンゲルトゥルート Engeltrud(is) / Ingeltrud(is)との間には 2人の娘（名前不詳）が













77） 以下のエンゲルトゥルートの離婚問題については，E.Hlawitschka, Franken, Alemannen, Bayern und Burgunder 
in Oberitalien (774―962). Zum Verständnis der fränkischen Königsherrschaft in Italien, Freiburg i.Br. 1960, S.158―
162 (Boso [I.])；E.Hlawitschka, Die Anfänge des Hauses Habsburg-Lothringen. Genealogische Untersuchungen zur 



























に説明する。すなわち，2 姉妹が合法的な相続人であり（quoniam omnium legem auctoritate 
legitimi filii sunt veri heredes），エンゲルトゥルートは「庶出子」spuriusゴットフリートに対し「夫
（＝ボゾー）の同意なしに」（sine viri consensu）いかなる贈与も許されていなかった（Et si forte 
spurius Godefredus aut alii, quibus ipsa machans Ingiltrudis sine viri consensu quoquo modo 




Iohanne papa Romano et Iustiniano imperatore scriptum est：Spurios satis iniuriosos satisque acerbos 
et nostris temporibus semper indignos esse deiudicamus ）と，ユスティニアヌス法典の一節を引い
て，つまりローマ法に基づいて，そして教皇ヨハネス 2世の名をあげることにより教会法にも基づ
78） MGH Epistolae 7 (wie Anm.30) Nr.111(zu Ludwig III.), S.102―103, Nr.129(zu Liutbert von Mainz), S.115, Nr. 130(zu 
Matfried), S.115；Jaffé Reg. (wie Anm.26) 3211, 3167, 3168. この 3 書簡の作成時については，vgl. Erich Caspar, 





ハネス 8 世はマットフリートに対し 2 姉妹への所領返還を求めている（Nonne scitis, quoniam in 
hereditate suscipienda omnibus cognatis preferendi sunt fill? Illa vero mechans alicui sine consensu 
viri ex his aliquid dare nequivit omnium legem auctoritate. Unde vos monemus hor tamur 
apostolicaeque auctoritate iubemus, ut ipsas proprietates illis filiabus eorum reddere pro reverentia 
principum apostolorum）80）。
　ルードヴィヒ 3世宛ての教皇ヨハネス 8世書簡でも，2姉妹の母エンゲルトゥルートから所領が
「夫の同意なしに」ルードヴィヒのもとへわたったことの違法性を指摘し （Ceterum reclamationem 
filiarum iamdicti Bosonis audivimus, ut ipsas ipsius matrisque earum proprietates Ingiltrudis alias vos 
teneatis, alias vero vestris tenere, quibus ipsa post iudicium sibi illatum sine viri consensu dederit 
tenere, permittatis, quod nefas est et contra omnium legum prorsus auctoritatem），「どうして妻が夫





余の御代に常に相応しくないと余は判定する，と」（Unde liquido patet, gloriosissime rex, ut nec 
vos nec cognati eorum, nisi ipse filie, que sunt legitime, illos alodes habere debent；qui vero nati sunt 
post crimen illarum, spurii sunt nec hereditare debent, ut prefatus papa et imperator scripserunt ita：













79） MGH Epistolae 7 (wie Anm.30) Nr.129, S.115；Jaffé Reg. (wie Anm.26) 3167. 教皇ヨハネス 2 世（533―535）が皇
帝ユスティニアヌスと共同立法者としてあげられていることについては，E. Caspar, Studien zum Register Johanns 
VIII. (wie Anm.78) S.136 Anm.1
80） MGH Epistolae 7 (wie Anm.30) Nr.130, S.115；Jaffé Reg. (wie Anm.26) 3168





















　 Imp. Iustinianus A. Demostheni pp.
　 Si qua illustris mulier filium ex iustis nuptiis procreaverit et alterum spurium habuerit, cui 
pater incertus sit, quemadmodum res maternae ad eos perveniant, sive tantummodo ad liberos 
iustos sive ad spurios, dubitabatur.
　 1. Sancimus itaque, ut neque ex testamento neque ab intestato neque a liberalitate inter vivos 
habita iustis liberis existentibus aliquid penitus ab illustribus matribus ad spurios perveniat, cum 
in mulieribus ingenuis et illustribus, quibus castitatis observatio praecipuum debitum est, et 
nominari spurios satis iniuriosum, satis acerbum et nostris temporibus indignum esse iudicamus 





82） B. Kasten, Chancen und Schicksale (wie Anm.52) S.31―32
83） Corpus Iuris Civilis, II, Codex Iustinianus, recognovit et retractavit Paulus Krüger, Berlin 1954, ndr. Hildesheim 







































































































86） Hlawitschka, Lotharingien (wie Anm.17 ) S.30 Anm.13
